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【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年8月27日(2013.8.27)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１個の選択的プロトン伝導性膜および該膜の各側上に少なくとも１個の電極
触媒を有する気密性膜電極アセンブリを用いて、水素含有反応混合物Ｒから水素を電気化
学的に分離する方法において、該膜の保持側上で、反応混合物Ｒ中に含まれる水素の少な
くとも一部を、アノード触媒と接触させてプロトンに酸化し、かつ該プロトンは、膜を通
過させた後に透過側でカソード触媒と接触させて、
Ｉ　水素に還元するか、および／または
ＩＩ　酸素により水に変換し、この際、酸素は、膜の透過側と接触する酸素含有流Ｏ由来
のものであって、その際、反応混合物Ｒが水素形成反応由来であり、かつ、水素形成反応
が、１～４個の炭素原子を有する脂肪族炭化水素の非酸化的脱水素芳香族化である、前記
方法。
【請求項２】
　水素を、反応混合物Ｒが形成される反応帯域から直接分離する、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
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　反応混合物Ｒを導くべき反応が生じる間に、水素を反応混合物Ｒから分離除去する、請
求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　代替法ＩおよびＩＩによる水素の同時分離の際に、代替法ＩＩで生じた電流の少なくと
も一部を代替法Ｉにおいて使用する、請求項１から３までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　代替法ＩＩによる水素の分離の際に、代替法ＩＩで生じた熱の少なくとも一部を反応帯
域に供給する、請求項１から４までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　代替法Ｉによる水素を、水素－基準電極に対して０．０５～２０００ｍＶの電圧の適用
下で分離する、請求項１から５までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　酸素含有流Ｏが、少なくとも１５モル％の酸素を含有する、請求項１から６までのいず
れか１項に記載の方法。
【請求項８】
　酸素含有流Ｏとして空気を使用する、請求項１から７までのいずれか１項に記載の方法
。
【請求項９】
　膜電極アセンブリの電極が、ガス拡散電極として構成されている、請求項１から８まで
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　選択的プロトン伝導性膜としてセラミック膜を使用する、請求項１から９までのいずれ
か１項に記載の方法。
【請求項１１】
　水素を２００～１２００℃で分離する、請求項１から１０までのいずれか１項に記載の
方法。
【請求項１２】
　少なくとも１個の反応帯域と、少なくとも１個の選択的プロトン伝導性膜および該膜の
各側上に少なくとも１個の電極触媒を有する少なくとも１個の気密性膜電極アセンブリを
有する反応器であって、反応帯域が、膜電極アセンブリの保持側に存在する、請求項１か
ら１１までのいずれか１項に記載の方法を実施するための、前記反応器。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２０】
　本発明による方法が代替法ＩＩにより操作される場合には、この方法において電気的エ
ネルギーおよび熱が発生する。このエネルギーは、本発明による方法の操作のために使用
することができる。そのため、本発明による方法のエネルギーバランスはさらに改善され
る。
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